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Ⅰ グリーンな農業への転換サポートの取り組み 

（１）事業目的 

 被覆肥料はこれまで省力化や側条施肥による肥料効率の向上効果があり、環境への負荷

低減ができる肥料として県内に普及している。一方、被覆肥料のプラスチック被膜殻が、

水田から河川等へ流出して海洋汚染の要因となることが指摘されており、農業者からも代

替技術が求められている。そこで、プラスチック被覆肥料の代替として、硫黄コーティン

グ肥料、ウレアホルム肥料について実証する。また、実証ほ場において、新規に開発され

た拡散性の高い除草剤をドローンで散布して省力効果を検証し、グリーンな栽培体系への

転換を図る。 
 
（２）実施体制 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）プロジェクトチーム活動 
 第１回 令和４年４月 19日 11名 
 ・グリーンな栽培体系への転換サポート実施計
  画について 
 ・実証ほの設置内容、情報交換 
 
 第２回 令和４年８月 22日 10名 
 ・スマート農業（ドローン除草）と肥膜殻流出防
  止対策の各実証ほの生育経過について 
 ・現地検討会について 
 ・今後の活動計画、情報交換 
 
 第３回 令和４年 12月 19日 14名 
 ・グリーンな栽培体系への転換サポートの実証
  結果について 
 ・令和５年度の取り組み、情報交換 
 
 第４回 令和５年１月 26日 15名 
 ・マニュアル作成、産地戦略策定について 
 ・令和５年度の取り組み 
 ・情報交換 

  

岡山県（事業実施主体）

農業者

・実証ほの管理

・技術の検証

備南広域農業普及指導センター

・事業のコーディネート

・農業者との調整

・技術指導

山陽薬品株式会社

・ドローンによる除草剤散布

農林水産総合センター普及連携部

普及推進課

・技術支援

連携

データ提供

ドローン作業

の委託

サービス提供

農林水産部農産課

・事業実施手続

ＪＡ晴れの国岡山

・農業者との調整

・技術指導

技術指導
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（４）実証ほの結果 

 

①実証課題名「水稲の被膜殻流出防止対策肥料の現地適応性の検討」 

 

１ 目的 

水稲被覆肥料の被膜殻流出防止対策の一つとして期待される、硫黄コーティング肥料 

およびウレアホルム肥料について、地域の主要品種アケボノについて現地適応性を検討

した。 

 

２ 実証方法 

（１）栽培概要 

      場所：倉敷市茶屋町 

   品種：アケボノ 

   面積：計 90ａ 

   移植：６月 27日 

（２）区の設定（基肥は移植時の側条施肥）         （kg/10a） 

連用年数 区 
基 肥  

窒素量 
肥料 量 

２年 硫黄コート 

 

環境保全型水稲一発

211（晩生） 
45 9.0 

１年 ウレアホルム 環境保全一発型有機化

成ナポロング UFD850 
50 9.0 

３年以上 

 

ハイタッチコート 45  

（慣行被覆肥料） 

ハ イ タ ッ チ コ ー ト

200J 
45 9.0 

 

・環境保全型水稲一発 211(晩生用)：速効性窒素とＭ、Ｌ、LL ﾀｲﾌﾟ（旧 80、110、140日ﾀｲ  

ﾌﾟ）の硫黄被膜尿素 

N：P2O5：K2O＝20：10：10％ 15kg袋（価格：3,795円税込、R3比 121％） 

・環境保全一発型有機化成ナポロング UFD850：有機態窒素・ウレアホルム系窒素・ジシア

ンジアミドの組み合わせ 

N：P2O5：K2O＝18：15：10％ 20kg袋（価格：6,165円税込、R3比－） 

・ハイタッチコート 200J：速効性窒素と 60、120、140日ﾀｲﾌﾟの被覆尿素の基肥一発肥料 

N：P2O5：K2O＝20：10：10％ 15kg袋（価格：4,135円税込、R3比 132％） 

※R4年価格は JAの R4年 6月 21日現在 

 

（３）調査項目・方法 

   茎数、草丈、葉色等の生育調査ならびに収量・品質調査、収益性試算、土壌診断 
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３ 結果の概要と具体的な数値 

（１）生育調査結果 【左：7 月 14 日】   【右：８月１日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）収量・品質調査結果 
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硫黄コート ウレアホルム ハイタッチ45 

葉色（SPAD値）の推移

7月21日 8月1日 8月12日

SPAD値

調査日

試験区分 出穂期 成熟期 稈長 穂長 穂数 一穂

籾数

登熟

歩合

千粒

重

精玄

米重

検査

等級

月日 月日 ㎝ ㎝ 本／㎡ ％ g kg/10a

硫黄コート 9/8 10/27 96.0 17.9 388 68 89.8 24.6 539 1

ウレアホルム 9/8 10/26 91.9 18.0 411 60 86.5 25.3 579 1

ハイタッチコート45 9/8 10/25 94.3 18.4 352 68 88.8 24.7 592 1
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（３）収益性試算 

 

（４）土壌診断結果 

①実証ほ設置前（交換性塩基他） 

 （令和４年５月採取） 

 

 

 

 

 

 

②可給態硫黄含量 

●作付前（令和４年５月採取） →   ●作付け後（令和４年１１月採取） 

  前年硫黄コート施用地点  47.3mg/kg → 45.9 mg/kg 

  無施用地点（慣行施肥）  52.1mg/kg → 36.3 mg/kg 

 参考 県内平均 30mg/kg（700地点超） 

    場内試験では 150mg/kg でも過剰害は認めない。 

    県南部では灌漑水由来の硫黄の影響もある。 

 

４ 考察 

 収量、品質調査の結果では慣行の被覆肥料と比較した結果、硫黄コート、ウレアホルム

のそれぞれ収量は 91％、98％で品質はともに１等となった。これは肥効が早く現れ生育

後半の登熟期に肥効が切れたのが要因と考えられる。両肥料とも晩生品種のアケボノでは

肥効が持続せず、改良を検討すべきである。当面、市販肥料で代替する場合は追肥が前提

となる。昨年発生した倒伏は全区とも認めず中干しの徹底により予防できた。 

 

５ 今後の取り組み 

 新しい銘柄や年次変動を確認し、被膜殻流出防止の取り組みと省力化を進める。 

・代替肥料の安定生産技術の確立と硫黄の長期連用の影響 

・追肥の省力化（水口流し込み施用） 

・大区画ほ場での水管理の適正化と省力スマート化（監視カメラとポンプの遠隔操作） 

・肥料価格高騰対策技術の普及（緑肥、鶏糞・たい肥等の有効利用） 

（円/10a当り）

区 米増収益 肥料コスト益 合計 備考

硫黄コート -7,950 1,020 -6,930 肥料代は慣行より安いが、収量が低い

ウレアホルム -1,950 -3,008 -4,958 収量は慣行に近いが、肥料費が高い

ハイタッチコート45 0 0 0

※肥料価格はR4年６月時点、JA概算金アケボノ１等9,000円、2等8,700円/60kgで算出、労働費等考慮せず
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６ 参考《製袋姿》 

 

環境保全型水稲一発 211(晩生用)（硫黄コート区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全一発型有機化成ナポロング UFD850（ウレアホルム区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイタッチコート 200J（慣行：ハイタッチコート 45区） 
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②実証課題名「ドローンの除草剤散布による省力化」  

１ 目的 

  少量で拡散性の優れる除草剤のドローン散布による省力効果を確認した。あわせて除

草効果を確認した。 

 

２ 実証方法 

（１）栽培概要 

      場所：倉敷市茶屋町 

   品種：アケボノ 

   面積：供試区：90ａ 対照区：10ａ 

   移植：６月 27日 

   除草剤散布：６月 28 日（ドローン散布）  0.3kg/10a 

         あわせて同日にスクミノン粒剤を２kg/10aドローンで散布した。 

（２）区の設定 

           

  

    

 

（３）調査項目・方法 

   ・作業時間 

     処理にかかる作業時間を計測した。 

   ・残草調査 

     処理時の雑草発生状況、処理後、中干し時に草種別に残草量を調査した。 

     岡山県農薬効果確認ほ調査基準に準じた。 

 

３ 結果の概要と具体的な数値 

   ・作業時間  

    除草剤の散布は 90a を 1回の飛行で散布できた。作業時間は８分であった。使用   

    機種ドローン（ヤマハ製最新機）の積載量は最大 10kgで、10a当たり 0.3kgの少 

    量散布では、90aで計 2.7kgの薬量投入であり、１回の飛行で問題なかった。 

    一方、続けてスクミノン粒剤を散布するには散布口のブラシ交換作業が必要であ 

    った。投入薬量は 10a当たり２kgのため対照区を含めた 100aの散布のため計 20kg

 の薬剤を３回に分けて散布した。また着陸のたびにバッテリー交換を２回行った。

 そのため２回の農薬補充、バッテリー交換を含めた散布時間は 100a で 25 分であ

 った。 

    

   

  

区 薬剤名 散布時期 散布方法 

ドローン   天空エアー粒剤 ６月 28日（＋１） ドローン 

田植え同時 忍 1キロ粒剤 ６月 27日（移植日） 田植え同時 
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 ・残草調査（８月１日、処理後 34日） 

    除草剤の抑草効果は対照の田植機での同時処理より、ドローン散布のほ場の方が    

 優れており、残草量調査で大きな差を認めた。 

  

     

        

 

 

    残草量は 0.25㎡枠を４か所設置して調査した合計量  

                        

    大きな差異の要因は不明であるが、畦畔からの侵入の他、代掻き時にアゼガヤが

 水田内に残っていた可能性はある。 

 

４ 普及上の留意点 

 ・少量散布の自己拡散性は高く、風向きを考慮すれば飛行時間も短く、またドローンを 

  使用しない地上散布においても畦畔からの投げ込み散布により大きな省力化が可能で 

  ある。 

 ・自己拡散性を担保するためには田面の均平と水深の確保が必要であり、適切な代掻き 

  や水管理ができることが前提である。 

 ・ドローンの作業風景はインスタグラム「binan_fukyu」で視聴可能である。 

【８月 1 日：実証ほ場内では雑草がほとんど見られない】 

 

 

 

 

 

【８月 1 日：無処理区枠内で見られたヒメミソハギ】 

  

処理区 薬剤処理量 草種 残草量 

（生重 g/㎡） 

ドローン 0.3kg/10a なし ０ 

田植え同時 1kg/10a アゼガヤ 456 
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Ⅱ ＪＡの取り組み 

（１）広報活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本農業新聞 ７月 22日 中国四国面  ＪＡ広報誌「晴ればれ」９月号 

（両紙とも転載許諾済み） 
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ＪＡ広報誌「晴ればれ」11月号（転載許諾済み） 
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（２）硫黄コート肥料（環境保全型肥料）の使用者アンケートとその結果 

令和 4 年 11月吉日 

くらしき東管内農家の皆様へ 

                       JA晴れの国岡山 

くらしき東アグリセンター 

 

環境保全型肥料使用の皆様へアンケートのお願い 

 

 日頃より JAの各種事業にご理解・ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

JA として環境に配慮した取り組みを勧めていくために、本年の稲作りに際し環境保全型

肥料（プラ殻の出ない）の購入いただいた方に生育状況のアンケートをお願いしていま

す。 

従来肥料に比べやや肥効が短いと聞いていますので皆様からのアンケートデータを基に肥

料の改善に努めていきたいと思いますのでご協力下さいますようお願い申し上げます。 

 

このアンケートに関する問い合わせにつきましては 

くらしき東アグリセンター（086-428-5000）内田まで問い合わせ下さい 

 

環境保全型肥料使用状況アンケート 

1. 圃場の地区                   

2. 圃場の土      1）砂質  2）砂・粘土質   3）粘土質 

3. 水の取り込み    1）乗り田 2）掻き田 

4. 肥料の散布は    1）手散布 2）トラクター散布 3）田植機散布 

5. 今年作付けされた品種を教えて下さい  

6. 収量（10a当たり）を教えて下さい 

7. 前年に使われた肥料を教えて下さい 

8. 肥料の効き方はどうだったでしょうか 

1）前年の肥料と変わらない  2）肥切れが早かった   

3）その他（               ） 

9. 穂肥は散布されましたか   1）散布した   2）散布しなかった 

10. 来年以降も同様の肥料（環境保全型）を使用しようと思いますか 

  1）使用したい   2）従来の肥料を使用したい 

11. その他環境保全型肥料を使用されてみてのご意見がありましたら記入く

ださい 

 

ご協力ありがとうございました。回答いただきました情報は未来の環境保

全、地域の営農振興に活用させていただきます 
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問.1 粒江1　菅生1　帯江2　豊洲4　藤戸2　庄2　茶屋町7　早島町1　児島1　（支店単位の回答数）

問.2 問.3 問.4

砂 砂+粘土 粘土 乗田 掻田 手 トラクター 田植機

3 4 14 7 13 11 1 9

問.5

朝日 アケボノ にこまる きぬむすめ その他

11 4 2 1 4

問.6 単位/kg

350-399 400-449 450-499 500-549 550-599 600超

1 2 5 6 3 1

問.7

7 6

4 1

3 1

問.8 問.9 問.10

施用 非施用 使用する 使用しない

7 14 17 4

問.11
検討中2名

可能な限り、環境保全型を使用したい。環境保全型をもっとよく広くわかるようにPRすべきだ。

晩生の品種には追肥が必要と思う。

使用することが良いことであれば一人でも多くの人が使って環境保全に役立つべきだと思います。

継続して使用したいが窒素総量を計算して使用しても良い。

環境保全型肥料を使用してプラ殻が見えなかったのは感心しました。

この肥料で猛暑を乗り越えられるのか悩んでいるところです。このアンケート結果を教えて下さい。

価格が折り合えば使用する価値あり。肥効がもう少し長ければなお良し。

プラ殻が出ない、環境に優しい感があり良いと思う。

農耕地、河川、海に廃プラが残らないよう肥料形態を変えていくべきだと思います。

＊複数回答および未回答部分もあります。問.11の意見はこの度の肥料に関するものをピックアップしています。

昨年までと変わらない 肥切れが早かった

肥効

11 10

来年は

水 肥料散布方法

穂肥

10a当の収量

品種

土質

晩生用R022 エコ楽（イオウ）

ハイタッチコート らくだ君中晩生

その他一発肥料 ハイエム500
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硫黄コート配合肥料

環境保全型コート
水稲用元肥一発型軽量タイプ

チッソ リン酸 加里

速効 被覆 可溶性 水溶性

7.9％ 12.1％ 10.0％ 10.0％

地球にやさしい！
硫黄被覆尿素3種類入り
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銘柄 N-P-K 成分 内容

環境保全型水稲一発２０００ （早生）

２０－１０－１０

硫黄被膜尿素
化成肥料

硫酸アンモニア
過リン酸石灰環境保全型水稲一発２０００ （中晩生）

１５kg

イオウコート肥料は尿素を硫
黄とワックスで被覆し土壌で
微生物の働きにより被覆が
徐々に分解される事で内部の
成分がゆっくり溶出するように
した肥料です。被膜は全て生
分解性物質で植物や微生物
に吸収されます。

特徴

１． 作物の生育に合わせてゆっくりと肥料成分が溶出するので吸収効率が良い

２． 吸収効率が良いので地下水等への流亡が少なく環境に優しい肥料です。

３． イオウコート肥料は被膜が全て生分解性の物質で、被膜の主成分は作物、微生物の養分となります。

被膜は分解されボロボロに崩れ１～１．５年で植物や微生物に吸収されるので「殻」残りの心配がありません。

成分換算表 単位：ｋｇ １袋 N-P-K １．５袋 N-P-K ２袋 N-P-K

環境保全型水稲一発２０００ 3.0-1.5-1.5 4.5-2.25-2.25 6.0-3.0-3.0

※ 施肥量は品種、圃場条件により適宜加減して下さい。
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Ⅲ メーカーの取り組み 

（１）流出防止柵の設置 

実証ほ場に玉ねぎネットを利用した流出防止柵を水口に設置

した。資材費は 1か所 400 円程度である。 

 

 

Ⅳ 普及活動の効率化 

 実証に当たって効率的な調査を行う目的でデジタル器具を用いたデータ入力、映像記録、

通信と安全に普及活動を行うための耐暑対策について検討を行った。 

 

（１）SIMなしスマートフォンを活用した現地でのデータ入力 

 作物担当の普及員が定期的に生育調査を行う

が、一人で調査することも多く、水を張った水田

で紙の野帳への記入は煩雑で時間を要していた。 

 そこで使わなくなったスマートフォン（SIM カ

ードなし）を活用してオフラインの状態でグーグ

ルドライブのスプレッドシートを用いてほ場でデ

ータ入力してみた。画面に多少の汚れは生じるが、

防水機能もあり問題なかった。 

 使用してみた感想は紙の野帳とペンを持ち込まずに記録ができ、煩雑さが減った。 

 

（２）ウエアラブルカメラの活用 

 使わなくなったスマートフォン（SIM カードな

し）を活用してオフラインの状態で記録する場合

に、データが失われる万が一の事態に備えて、ウ

エアラブルカメラを着用しての対策も行った。実

証ほの調査時の植物体やドローン散布の作業風景

を動画に記録でき、活動成果の報告会や研修会で

発表するのに役だった。 

 

（３）タブレットを活用した音声入力 

 無料のアプリを使って実際に使用してみた。そ

の結果２つの方法で音声入力が使えることがわか

った。 

 一つ目は、表計算アプリの数値入力に音声モー

ドで入力する場合で、ほぼ 100％正確に入力できる

ことが確認できた。生育調査の入力に役立った。 

 二つ目は、音声変換アプリを使って単語を含む
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内容の記帳と写真を紐づけて記録するもので

ある。実際にほ場審査で試したところ、誤変

換があるものの、変換出力は１、２秒程度、

音声が切れると自動的に変換確定した。音声

再生で内容は理解できた。利用アプリは

「Googleスプレッドシート」「Google Keep」

である。 

 

 

 

 

 

（４）耐暑対策（日傘を利用） 

 ８月上旬に岡山県で熱中症アラートが発表さ

れるなか､水稲の早生品種は出穂期を迎え、生育

調査や病害虫の発生の有無を確認する時期とな

る。現場での調査により、一部の職員が空調服

を利用できるようになったが、直射日光を受け

ることは避けられない。 

 そこで既存の日傘を装着してほ場内の調査が

できるようにサスペンダーを作ってみた。実際

に水田で装着して調査をしたところ快適に調査

を行えた。傘以外の部品は全て 100円均一ショッ

プで購入し、製作費 550円であった。 

 黒球温度湿度計を使って WBGT（暑さ指数）を測

定し、実際のほ場での日傘の効果を確認した。 

 

（５）複数人でのインカム通信によるデータ入力 

 実証ほ場が 1 辺 100m と 90m の大区画ほ場のため対角に繰り返しの生育調査地点に移動

し、生育調査をするのは労力を要した。そこで二人以上で生育調査をするとき、一人が公

用車内でパソコンにデータ入力し、残りがほ場内で分散することで効率的に調査を行える

ことが確認できた。 
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Ⅴ 令和５年度の取り組み計画～水口施用追肥とスマート農業化～ 

 水稲晩生品種アケボノでは、プラスチック被覆肥料の代替として期待した硫黄コート、

ウレアホルムは肥効が早く切れる傾向があるため、それを補完するための追肥を水口施用

で実施する。 

 水口施用は適切な水位や水量管理が必要となり、大規模経営体が実施する場合は水管理

を効率的に行う必要がある。そこで水管理の省力化を図るため、ネットワーク家電を利用

した遠隔監視と遠隔管理でスマート化を検討する。 

 

《ネットワーク家電で繋ぐ遠隔監視・操作の農業への応用》 

～家電システムを利用した水管理のスマート化～見てわかる視覚的管理 

（１）利用目的 

 ネットワーク家電で普及し、実績のある簡易システム（無料アプリ）と安価なデバイス

（見守りカメラ、スマートプラグ、スイッチ類）を用い、水管理の省力・低コスト化を検

討する。 

①水管理の遠隔監視による省力化 

 水位、温度、湿度等の測定データをスマートフォンに表示する水位センサー

（『PaddyWatch』等）は過去に集落営農や大型農家に試験導入したが定着しなかった。 

 そこで水位をカメラを通じて目視確認するというアナログな方法を導入して、水張り、

灌漑状況をスマートフォンで把握し、効率的に水番を行う。 

②水管理の遠隔操作 

 灌漑動力としては、農事電力（モーター）と内燃機関（エンジン）がある。農事電力を

利用した灌漑については、パイプラインの工事によって自動灌水やタイマーの設置が可能

であるが、圃場整備などの土地改良工事を伴うことが多い。 

 くらしき東地区ではバーチカルポンプが用水からくみ上げる掻き田で利用されている。 

そこで既存ほ場でのモーターによる灌漑を上記①でモニタリングしながら、灌水作業の遠

隔操作を行う。遠隔操作を行うに当たっては、電気配電盤を工事することなく電源のオン

オフで制御する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   バーチカルポンプの例   
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（２）必要な通信環境 

現地 WiFi（ルーター、中継器）、100 ボルト二相交流電源（WiFi、カメラ、スマートプ

ラグ等接続）、200V三相交流電源（水中ポンプ直結ほか） 

※移動 WiFiは茶屋町現地はドコモ、ソフトバンクのサービス提供対象エリア  

・使用アプリまたはデバイスの例 

 アプリ：TPリンク「Tapo」 （スマホにインストール） 

 デバイス：TPリンクカメラ、TPリンクスマートプラグ（100V二相交流） 

・音声アシストとの連携（オプション、農家の自宅の WiFiと連動） 

 アプリ：Google home   ハブ（仲介器）：Google Nest Hub（Max） 

 

（３）その他 

・使わなくなった SIMなし iPadを WiFiルーターにつなげて生育調査に使用できる。 

 

 

Ⅵ まとめ 

 令和４年度の取り組みでは、ドローンによる省力化は除草効果としては高かったもの

の、慣行の田植え同時施用と比較して労働時間の削減にはあまり寄与しないと考えられ

る。 

 またプラスチック被覆肥料の代替肥料は、晩生品種のアケボノでは肥効が持続せず、改

良を検討すべきである。当面、市販肥料で代替する場合は追肥が前提となる。 
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